


主催：RENAISSANCE CLASSICS　後援：FM COCOLO（芦屋）、エフエム東京（東京）、エフエム愛知（名古屋）

一般発売
３/４（土）10:00～

チケット 5,500円
ペアチケット（2枚） 10,000円
（全席指定・税込｜プログラム付）

▶東京公演：ディスクガレージ　
050-5533-0888 （平日12:00～15:00）｜https://www.diskgarage.com/artist/detail/no013692

▶芦屋公演：YUMEBANCHI（大阪）
06-6341-3525 （平日12:00～17:00）｜https://www.yumebanchi.jp/artists/63850

▶名古屋公演：サンデーフォークプロモーション
052-320-9100 （12:00～18:00）｜https://www.sundayfolk.com/artist/005905/

お
問
い
合
わ
せ

混迷の時代に希望と光を探し、歌を届けることを使命として、独自の存在
感で輝き続けるシンガーソングライター。1989年、東京生まれ。2歳の時、
父・尾崎豊が死去。母と共にアメリカに渡り、15歳までの10年間を米国ボ
ストンで過ごす。慶應義塾大学大学院卒。2016年にDigital 1st Single 
『始まりの街』 をリリース。2020年10月に1stフルアルバム 『GOLDEN 
HOUR』 をSMEレコーズより発表。2021年9月22日には約1年ぶりとなる
3rd EP 「BEHIND EVERY SMILE」 リリース。フルオーケストラとの競演に
よるビルボードクラッシックスコンサート、弾き語りワンマンツアー 「ONE 
MAN STAND」 、バンドツアー 「INTO THE NIGHT」 と多様なスタイルで
のライブ活動を行っている。

尾崎裕哉

1972年に結成。2022年度に創立50周年を迎える。一人一人がソリストの
個性派揃いのプロの合奏団。定期公演、特別公演、室内楽コンサート、子
供のためのクラシック入門コンサート等を主催すると同時に、各地ホール・
教育委員会・鑑賞団体・テレビ・ラジオ・芸術祭等に多数出演している。「ク
オリティは高く、ステージは楽しく」というポリシーを持った京フィルは、クラ
シック音楽の他に様々なジャンルの音楽もセンスある編曲を施して演奏
し、多くの聴衆を魅了している。国内外の演奏家や指揮者と共演する一方、
狂言、文楽人形、津軽三味線、尺八等の日本の伝統芸能とのコラボレー
ションや、俳優、タレント、落語家、漫才師等の異分野との共演も積極的に
おこない、”挑戦する室内オーケストラ”と大好評を博している。また創立以
来、活動の柱としている学校音楽観賞会では延べ3000校、190万人以上
の子どもたちに楽しい音楽を届け続けている。京都市のパートナーシップ
事業とタイアップするなど、積極的に聴衆の育成拡大に力を注いでいる。

平成 ２ 年度   藤堂音楽賞受賞
平成14年度  京都新聞大賞文化学術賞受賞
平成27年度   第３回ウィーン・フィル＆サントリー音楽復興祈念賞受賞
平成28年度   佐川吉男音楽賞奨励賞受賞/ 社団法人 日本オーケストラ連盟準会員

京都フィルハーモニー室内合奏団

ピアニスト・作編曲家。物語が見えるようなサウンドで、ジャズ、ポップスか
ら弾き語り、オーケストラまで幅広く活躍。米英20年在住、約30カ国で演
奏。バークリー音大&ジョージア州立大修士卒。エドマンジャズピアノ大会
で全米優勝、参加作が米グラミー2部門ノミネート。「アトランタベストジャ
ズ（2年連続）」「 ジョージア州で最も影響力のある女性」他、受賞多数。
2013年帰国、 八神純子、佐藤竹善、サラ・オレ
イン、May J.、小野リサ、大黒摩季、城田優等と
共演。アレンジ・プロデュース、オーケストラ編
曲、音楽監督、劇版音楽まで幅広く手がける。
国立音大講師。2020年【ワンダフル・ワール
ド】発表、ミュージックペンクラブ音楽賞全ポ
ピュラー部門最優秀作品賞受賞。 

宮本貴奈 www.takana.net

2023年４月、全国主要都市のクラシック専用ホールを舞台に尾崎裕哉＆弦楽アンサンブルライブを開催。2016年9月、読売ホール（東京・
大手町）で鮮烈なメジャーデビュー記念ライブに登場した尾崎裕哉。弦楽アンサンブルとともに自身の作品と尾崎豊作品を瑞々しい感性
で観客を魅了した。以来約7年振りとなる本格的な弦楽アンサンブル（京都フィルハーモニー室内合奏団）とのライブが実現する。デビュー
以来、オーケストラ共演からソロライブまで、新しい音楽領域に挑戦し続けている尾崎裕哉。来春、その原点に立ち進化と未来を示すス
テージが古都・京都で育まれた音楽の名手たちの響きとともに再び誕生する。注目のステージでは、尾崎裕哉のオリジナル＆父・豊から継
承された珠玉の作品を披露。そして、ピアノ＆音楽監督は、米国＆日本でトップアーティストとの共演（グラミー賞候補歌手のニーナ・フリー
ロン、八神純子、佐藤竹善、絢香、大黒摩季他）で活躍中のジャズピアニスト宮本貴奈が担う。

公演詳細ほか

出演：尾崎裕哉（ヴォーカル＆ギター）、宮本貴奈（ピアノ・4/9,5/9,5/20）、中島徹（ピアノ・4/15）、京都フィルハーモニー室内合奏団（弦楽アンサンブル）

芸術監督：須藤晃　音楽監修：宮本貴奈（編曲・ピアノ）　編曲：山下康介

日本橋三井ホール４月９日（日）16時開演東 京 名古屋 名古屋市昭和文化小劇場5月6日（土）14時開演

芦 屋 ４月15日（土）16時開演
ルネサンスクラシックス
芦屋ルナ・ホール 東 京 5月20日（土）14時開演 浜離宮朝日ホール

www.hiroyaozaki.com kyophil.com


